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＜要旨＞ 

インフルエンザは毎年冬季を中心に流行する感染症であり、国民の関心が高い病気の一つである。イ

ンフルエンザウイルスは毎年流行のパターンが変化するため、実態調査からわかることが多く、発症を

予防するためのワクチンの効果や、薬剤の効果や使用頻度を調査することが重要である。 

2010-11 年シーズンより大阪府下における葉書アンケートを用いたインフルエンザの実態調査を開始

した。インフルエンザに罹患し、抗インフルエンザ薬を使用した患者さんに記載していただいている。

記載内容はワクチンを打ったかどうか、薬を使用後の熱を中心とした症状の変化、薬の副作用である。 

 

＜研究シーズ説明＞ 

インフルエンザは毎年冬季を中心に流行する感染症であり、国民の関心が高い病気の一つである。イ

ンフルエンザウイルスは毎年流行のパターンが変化するため、実態調査からわかることが多く、発症を

予防するためのワクチンの効果や、薬剤の効果や使用頻度を調査することが重要である。 

2010-11 年シーズンより大阪府下における葉書アンケートを用いたインフルエンザの実態調査を開始

した。インフルエンザに罹患し、抗インフルエンザ薬を使用した患者さんに記載していただいている。

記載内容はワクチンを打ったかどうか、薬を使用後の熱を中心とした症状の変化、薬の副作用である。 

 

＜アピールポイント＞ 

2018-19シーズンで 9年目を迎える。経年的な変化を捉えることが可能であることと、アンケート内容

は追加や変更が可能であり、新たに調査したいことを受け入れることができる。すでに確立した方法で

あり、実現が容易である。 

 

＜利用・用途・応用分野＞ 

インフルエンザの感染予防策の機器などの実際の使用状況を調査できる。マスクなど感染が広がらな

いためのデバイスを使用していただき、その感想を書いていただくことも可能である。 
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